

















　2008 年（平成 20 年）の文部科学省令第 34 号の「教育職員免許法施行規則の
一部を改正」する省令により、2010 年度（平成 22 年）以降の新入生の教職課程

























































第 1 回目	 イントロダクション
履修カルテ・教育実習の振り返り、自らの課題や目標を確
認・設定
第 2 回目	 講義と集団討論①
　　　　　　　　教職の公共的使命、専門性
第 3 回目　	 講義と集団討論②
　　　　　　　　学校と学級・ホームルームの 1 年・1 日
第 4 回目　	 講義と集団討論③
70
　　　　　　　　教員の同僚性と校内研修
第 5 回目　	 講義と集団討論④
　　　　　　　　ロールプレイ（さまざまな生徒理解と対応）
第 6 回目　	 講義と集団討論⑤
　　　　　　　　ロールプレイ（保護者・地域への対応、家庭との連携）
第 7 回目　	 講義と集団討論⑥
　　　　　　　　学習指導案の作成上の留意点（教育実習の指導案を資料と
　　する）
第 8 回目　	 講義と集団討論⑦
　　　　　　　　学級・ホームルーム経営案の作成上の留意点










　各学年 1000 人弱規模の本学において、2 年次では約 10％の学生が教職科目を
受講していたが、4 年次には 6 ～ 7％に減少する。その原因としては、履修単位
数の多さ（教職に関する科目が 31 単位、教科に関する科目が 36 単位、英語・ス
















や中学生の授業と生活等の講演）、成城学園中学校の授業参観（3 日間で 26 コマ





年度 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
国語 24 16 21 13 21 24 37 16 25
社会 52 31 31 28 35 25 18 28 26
英語 12 11 18 12 18 13 18 12 9




　今年度は岩田クラス（木曜日 3 時間目の 27 人）とは別時間割（金曜日 4 時間




る高校教員による BLS 実習（AED の使用・胸骨圧迫人工呼吸の練習）を行った。
　昨年度、講演会や実習は曜日や時間の変更を余儀なくされたので、欠席者には
当該講演会の DVD 配布や資料配付によってレポートを提出させた。
回 水　3 金　1 授　　　業　　　計　　画
1 9月25日 9月27日 ガイダンス
2 10月2日 10月4日 東京都教育委員会　佐藤聖一氏　　10月4日（金）　18：10　～　19：30
3 10月9日 10月11日 成城学園中学校　中村教務部長の講演「生徒の現状と課題」
4 10月16日 10月25日 場面指導①　学習指導のグループワーク　　「おしゃべりをする生徒」
5 10月23日 10/30（水） 場面指導②　生徒指導のグループワーク　　「反抗的な生徒」
6 11月6日 11月8日 成城学園中学校の授業参観　　6日（水）　～　8日（金）
7 11月13日 11月15日 授業参観を振り返って　グループワーク　「今時の中学生」
8 11月20日 11月22日 DVD「ブタがいた教室」鑑賞
9 11月27日 11月29日 グループワーク　「命の教育」
10 12月4日 12月6日 卒業生の講演「教職大学院」　　磯川君　⇒　12月2日（月６）
11 12月11日 12月13日 模擬授業①　「国語」　三浦さん　　　「社会」　中島さん
12 12月18日 12月20日 模擬授業②　「国語」　藤井さん　　　「英語」　多部君　　　　
13 1月8日 12/24（火） 模擬授業③　「英語」　多部君　　　　「国語」　藤井さん
14 1月5日 1月10日 履修カルテの作成









































6 10月2日 教育問題　　　　　　 グループワーク「英語教育の早期化」
7 10月9日 貧困の連鎖　　　　  グループワーク「修学旅行の欠席」


























2 前期 成城学園中学校　教務部長の講演　　 合同
3 前期 東京都教育委員会　指導主事の講演　　 合同
4 前期 成城学園高校　　生活部長の講演　　 合同
5 前期 教師として、そして社会人として　　グループワーク「礼儀」
6 前期 卒業生の講演会「新人教員」　　　　　　合同
7 前期 BLS実習（AED・胸骨圧迫人工呼吸）　 合同












⑤ 教育実習 ･･･ 実習前後の記録、担当教員による評価
⑥ 教職実践演習 ･･･ 履修前後の記録、担当教員による評価
⑦ 介護等体験 ･･･ 実施記録














はあるが、後期に教育実習を行う学生（本年度は 60 名中の 8 名）への
質的な保障の責任が残る。また、今年度より 4年生の就職活動時期が 3ヶ

























	 　本講座は 2 コマで開設されているので、担当教員間での連携を深めて
それぞれのシラバスや評価についての確認が必要である。また、通年で
開設している 4 年生の「教育実習」講座と、シラバスを含めての整合性
をどの様にするかが大きな課題である。
（２）「履修カルテ」について
　教職科目の履修、教職キャリアの履修、介護等体験、教育自習等、すべての学
びについて「履修カルテ」に書き込み、自分自身のものの見方や考え方の変容、
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教職観の成長と深まりを確認するために、紙媒体（A4 でのファイル）で提出する。
そして、学生諸君には卒業式の時に教員免許状と共に返却しているが、今後の教
職課程を検証するために大学教務部にもカルテ資料（デジタル化したもの）を保
管する必要があるので、その具体的な方法について早急に検討したい。
　カルテだけでは明示できない教員としての資質をどの様に評価をするのか、教
科科目の担当教員の評価記載方法、各評価における整合性、全学的な運用方法な
ど、カルテの改善を含めて課題は多い。
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